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4 ˔ὑ ・新規入会の方は、お子様が慣れるまで出来るだけ送り迎えをし 

 て下さい。登下館路の確認をよろしくお願いします。 

 状況に応じて、早帰り、早いお迎え（届け出と違う時刻も）も構 

 いません。（早帰りはご連絡を） 

 無理のないようお子様の様子を見ながら、春休み中に慣れて 

 いけるようにしたいと思います。 
 

・児童館には駐車場はありません。（入口のスペースは小学校 

 用です。）やむを得ず車で来館された時は、職員にお伝え下 

 さい。 

・4月１６日（金）は高羽小学校で低学年の学級懇談会が予定されています。 

 懇談会に出席された後は、お子様をお迎えに来て下さい。後日、ノートに懇談会の出欠を伺う用紙を貼っておき 

 ますので、お返事をお願いします。 

・４月２２日～２８日は家庭訪問週間です。この期間に、保護者の方がご自宅に居られる日は学童クラブをお休み 

 し、お子様が学校から直接近所のお友達と帰宅するようにして下さい。 

・おやつ代の引き落とし日について 

 ４月２０日 ５月分おやつ代引き落とし 

 ４月３０日 ５月分おやつ代再引き落とし    β残高確認をお願いします。 

・５日（月） 折り紙 

・２３日（金） みんなで遊ぼう 

   １年生歓迎会 

・２６（月）～２８日（水） エコ工作 

   ペットボトルキーホルダー作り 

・誕生会 

 例年よりも早い花の便りに、春の訪れを実感いたします。 

 学童クラブも新しい仲間と共に、新しい季節を迎えました。様々な環境の変化が影響し合い、生活の場を作り上げていく中で、子

ども達がその一つひとつをよりよい育ちに結び付けていけるよう、保護者の皆様と一緒に見守りたいと思います。 

 さて、子どもは、幼ければ幼いほど、不器用さや不注意、経験不足などから、様々な失敗をします。大人は、その失敗を予測出

来るので、先回りして子どもに注意を促します。そして、それにも関わらず、子どもが失敗をしたとき、「だから言ったのに・・」と思う

ことがあるだろうと思います。 

 しかし、子どもは、一度言われたくらいでは理解できず、また、言われたことをすぐに忘れてしまうことも多々あります。したがって、

「教える」のではなく、「育てる」視点をもっと関わることが必要です。 

 子どもができるようになり、習慣づくまで根強く見届け、上手くいかないときには、子どもの責任にするのではなく、関わりをどう変

えればできるようになるのかと、自分の問題として考えることが大切です。さらに、その行為を、「させられ」てするのではなく、「自

分からそうしよう」と思って出来るようになるまで育てられれば、より深くなっていきます。 

 「教える」ことと「育てる」ことの違いを理解し、子どもの問題にするのではなく、自分の問題として考え、関わることで、よりよい育

ちを是非実感して頂きたいと思います。（館長 田川 智） 

～けん玉検定～ 

 夏休みから、けん玉検定に挑戦！！！！ 

上達が早く、最高で４段まで合格しました。 

年度末に、けん玉検定の認定書を贈呈しています。 

これから、更に上を目指して練習しましょう。 
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・６日（木）～７日（金） 

   母の日プレゼント作り 

・１８日（火） ケンケン相撲大会 

・２７日（木）～３１日（月） 

   オリジナルカレンダー作り 

・２８日（金） 誕生会 

・お楽しみ会  随時 

 
・毎月、折り紙でオリジナルカレンダーを作っています。廊下や玄関 

 に飾ってありますので、ご覧下さい。 
 

・５月６日（金）は小学校の授業参観日となっています。 

 出欠、退館時刻等に変更がある場合は、早急にご連絡下さい。 
         

・連絡ノートに『がんばり表』が貼られています。ご覧いただき、お声 

   掛けとサインをしてあげて下さい。 
    

・おやつ代の引き落とし日 

 ５月２０日 ６月分おやつ代引き落とし。 ５月３１日 再引き落とし。     

                     β残高確認をお願いします。 

   

5 ˔ὑ 

・保護者の方が来館された時は、入口にある記入用紙にお名前を記入していただくようお願いします。 

 （お子様のお迎えだけの場合も記入をお願いします。） 

・これからの季節、暑い日にはかなりのどが渇きます。水筒にお茶や水を多めに入れて、持たせて下さい。 

・年度初めの持ち物（ティッシュ、タオル、雑巾）をまだ、持って来られていない方は持ってきて下さい。 

・持ち物には全て名前の記入をお願いします。 

・置き傘を持って帰って、そのまま持って来ていないお子様がいますので持って来て下さい。 

・やむを得ず車でお迎えに来られた方は、その旨を職員にお伝えいただき、すぐに車へ戻って下さい。 

 職員が車までお子様を送ります。 
 
 

 折り紙を折って、クレパスで絵を

描き、カレンダーには自分の習い

事や学校行事を記入しています。 

 季節に合わせて毎月、製作を

行っていきます。 

 入学、進級から一カ月が経ち、お子様も新しい生活に慣れた頃と思います。 

 環境が変われば、誰でもストレスを感じてしまうものですが、それを乗り越えることに意欲的になれるか、負担に思うかによって、

生きる力を育てる上で大きな違いがあるように思います。 

 人は、意欲があれば、新しいことや困難なことにも挑戦し、乗り越えようとする勇気が湧いてきますが、その意欲を高めるために

は、「心の安全基地」が必要であり、子ども達にとって一番の「心の安全基地」とは、母親です。 

 幼い子どもは、初め、母親の目の届く範囲でしか活動できず、どんなに遊びに夢中になっていても、母親が見えなくなった途端に

不安になり、泣き出してしまうものです。それが、段々と母親との目に見えないつながりを感じられるようになると、尐しくらい離れて

も平気になり、やがて、その安心感を基盤に、自分から世界を広げていくようになります。また、意欲的であることによって、人は自

ら思考するのであり、したがって、意欲は思考力を育てます。 

 「心の安全基地」とは、母親がいつでも自分を見てくれているという安心感です。是非、お子様が毎日体験することや、それによっ

て育つ姿に関心を持っていただき、お子様の「心の安全基地」となって下さいますようお願いいたします。（館長 田川 智） 



　　　　　　　　　　　　Ｈ２２．６．1発行

          神戸市立高羽児童館
管理・運営　学校法人　高羽幼稚園
　　　　　　　　　　電話　８４１－８８２１

　

 
˔ὑ 

・６月７日（月）はオープンスクールの代休となっています。学童クラブは朝８：３０～開始です。 

 持ち物は連絡ノート、お弁当、水筒、筆箱、国語の教科書です。また,長時間児童館で過ごすことになりますので, 

 運動して汗をかいた後に、体を拭くためのタオルをビニール袋にいれたもの、 

 又、着替えの衣類も児童館に 置いていない場合はお持たせ下さい。 

   ＊出欠確認の手紙をノートに貼っています。お返事をお願いします。 

・だんだん暑くなってきますので、必ず、水筒を持たせて下さい。 

・梅雤の季節です。雤の日も多くなりますので、置き傘を持って来て下さい。 

・下館時刻をお子様自身にも伝えて下さい。自分のスケジュールを意識するようにして行きましょう。 
 

・マットを使った運動やとび箱、縄跳び、卓球に、日替わりで 

 取り組んでいます。 毎日、どんな運動をしたのかも聞い 

 てあげて下さい。 
 

・おやつ代の引き落とし日 

 ６月２１日 ７月分の引き落とし 

 ６月３０日 再引き落とし 

  β残高確認をお願いします。 

  

・９日（水） ストラックアウトに挑戦 

・１４日（月）～１８日（金） 

   プレゼント工作 

・２３日（水） 誕生会 

・２８日（月）～３０日（水） 

   オリジナルカレンダーを作ろう 

 センサーの働きによって信号が変わる感知式信号がありますが、人と人との関わりにおいても、「感知する」ことはとても大切なこと

です。 

 出入り口で人とすれ違うときに相手を先に通したり、人の前を通るときに会釈をしたり、咳やくしゃみをするときに顔を相手から背

けたりすることなどは、マナーやエチケットである以前に、他人の存在を感知することであるように思います。そして、そのマナーや

エチケットは、単に「しなければならない」ことではなく、相手の立場に立つという考え方が根本になければならないものです。 

 感知する力が弱ければ、知らずしらず他人を不愉快にさせてしまい、また、不愉快にさせることに平気になってしまうため、人間関

係を築くことはできません。 

 感知する力は、日々の生活の中でトレーニングすることが必要ですが、その根本は相手の立場に立って考えることであることを理

解できなければ、自分の都合が勝って徹底できず、決して育つことはありません。 

 お子様と街中を歩かれる際に、手を引きながら人や車を避けることなどで、何を感知すべきかが、自ずとお子様にも伝わっていく

と思います。また、お子様が側に来たり、話し掛けてきたりすれば、さっと手を止めてお子様の方を向いてやることによって、親に大

事にされ、気に掛けられている実感とともに、感知する力が育っていくものと思います。              （館長 田川 智） 

お誕生会の様子です。 

毎月、お友達をお祝い

しています。 



　　　　　　　　　　　　Ｈ２２．７．1発行

          神戸市立高羽児童館
管理・運営　学校法人　高羽幼稚園
　　　　　　　　　　電話　８４１－８８２１

　

 
˔ὑ 

ẃ̜  
 ・夏休みの宿題・筆記用具・国語の教科書 

 ・お弁当 

 ・水筒（お茶か水を多めに入れて下さい） 

 ・袋に入れたタオル・着替えのＴシャツ 

 ・帽子 

βタオルは濡らして、汗を拭いたりするのに 

 使用します。 

β児童館へは必ず運動靴で来館して下さい。 

β持ち物は全てリュックに入れて持って来て 

 下さい。 

・夏休みの利用時間 

 平     日 ８：３０～１７：００（延長１８：００） 

 土曜日 ９：００～１７：００（延長１８：００） 

 一般来館 ９：３０～１７：００（１２：００～１３：００は閉館） 

β日・祝日は休み 

β開館時刻より前に来館しても、中に入れません。 
 

・毎日、自主勉強をしています。こちらで用意した自主学習ノートに 

 学校で習ったことの復習や日記などを書いています。 

 この自主学習ノートのを一冊終わるごとに持ち帰りますので、保護 

 者の方も見て下さい。 
 

・夏休みの出席予定表を渡しています。 

 ７月２日（金）までにご提出下さい。 
 

・８月全て欠席など、利用に関して変更など ありました 

   ら早めにお知らせ下さい。 

 提出して頂く書類があります。 
 

・７月２０日（火）は終業式です。 

 必ずお弁当を忘れずに持って来て下さい。 
 

・おやつ代の引き落とし日 

 ７月２０日（火） ８月分の引き落とし 

 ８月２日（月） 再引き落とし 

β残高確認をお願いします。 

・１日（木） 七夕飾り 
 

・１３日（火） ボーリング大会 
 

・２０日（火） 映画大会 
 

・２１日（水） お誕生会 

 もうすぐ、子ども達の楽しみな夏休みが始まります。保護者の皆様にとっては、宿題が気になられるところだと思います。理科の
観察や工作、読書感想文など、夏休みならではの課題があります。 

 近年、ＯＥＣＤによる学力調査などで、日本の子ども達の学力低下が懸念されていますが、中でも読解力の弱さが重要な問題とし

て指摘されています。読解力は、国語に限らず、社会や理科、数学でも求められるものであり、読み解くだけの力ではなく、文章や

資料から得た知識に基づいて、自らの考えを持ち、表現する力も含まれます。 

 このような言葉の力を身に付けることは、試験の点数などのためではなく、生きていく上で必要なことです。なぜなら、私たちは言

葉によってコミュニケーションを図り、人間関係を築くからです。単語や略語ばかりで会話を済ませてしまう今の風潮では、論理的な

思考や話し方が身に付かないだけなく、丁寧さに欠けるため、人間関係を豊かにすることは出来ません。 

 また、人は言葉によって作られるといっても過言ではありません。言葉遣いが丁寧な人は、立居振る舞いも美しく、逆も言えます。

さらに、私たちは言葉を知っているからこそ考えることが出来るのであり、語彙の豊富さは思想性の高さにつながります。 

 幼尐期の子ども達に対しては、最も重要な言葉環境である私たち周囲の大人自身が言葉に気をつけるとともに、テレビなどのメ

ディアを避け、物語や詩などの豊かな言葉にたくさん出会わせることが大切です。 

 ぜひ、夏休みを利用して、お子様と一緒に読み聞かせや読書を楽しみ、また、親子の会話を弾ませて頂きたいと思います。 

（館長 田川 智） 
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・２日（月）、３日（火）  

  貯金箱作り 

・９日（月） 手作りうちわ作り 

・１６日（月）、１７日（火） 

  写真立て作り 

・２３日（月）～２５日（水） 

  オリジナルカレンダーを作ろう 

・２５日（水） お誕生会 

・２７日（金） 夏休みお楽しみ会 

・暑い毎日ですが、館外で過ごす時間を組み込んでいきます。汗ふき用のタオル（フェイスタオルの大きさ）を持 

 たせて下さい。（必ず名前をご記入下さい。）汗ふき用のタオルは毎日持ち帰ります。来館の日は必ず洗濯済 

 みの物をビニール袋に入れて持って来るようにして下さい。帽子も毎日着用して下さい。 
 

・水筒を２本にするなど、お茶を多めに持たせて下さい。 
 

・お昼寝用のバスタオルは、児童館に置いておきます。洗濯は必要な都度、ご家庭でお願いします。 
 

・「夏休み習字コンクール」に、希望者のみ出品します。練習日は８月 

 の毎週火曜日（３，１０，１７，２４日）の予定です。希望者は習字の用 

 意をして来館して下さい。どの学年でも出品できます。 
 

・今年も福祉センターで遊ばせて頂きます。 

 ８月９日（月）と２６日（木）は昼食も提供して下さいますので、お弁当 

 は要りません。 
 
・８月２７日（金）は「夏休みお楽しみ大会」があります。 

 学童クラブ以外のお友達も、たくさん誘って楽しみましょう。 

 （幼児は保護者同伴でお願いします。） 

ʴ ἧ

Ϸ

 

 子どもは、幼さゆえに、相手が反応を示してくれるのであれば、不愉快な言葉や傷つける言葉も、平気で使うことがあります。小学生の頃は、ま
だまだ理解が十分でないため、相手を傷つけることを理解している場合と、理解していない場合があり、また、言われた側も、傷つく場合と、理解で

きずに傷つかない場合があります。 

 コミュニケーションは、表情や声のトーンなど、非言語的な部分も大きな意味を成しており、相手の態度から汲み取ったり、相手の反応に気づいた

りする必要があります。 

 しかしながら、テレビのバラエティー番組などでは、人を傷つける言葉が軽々しく笑いとともに口にされ、言われた側も大げさに怒ったり、言われた

内容を強調して見せたりもしています。子ども達は、何でも笑いの種になるものとして学習してしまうとともに、コミュニケーションにおいて、相手から

の言葉だけでなく、非言語的情報も細やかに受け取り、また、相手の立場に立って、言語的情報と非言語的情報のすべてを使って伝えるということ

を、身につけにくくなっているように思います。 

 ただ、子ども達の間では、意地悪を言うことは、いつの時代にもあります。その意地悪を通して、子ども達は、人間関係によっては親しみが深まり、

反対に、悪意として相手に伝わってしまうこともあるということを学習していきます。色々な関わりを実際に経験することによって、相手の立場に立っ

て理解し、受け止める人間の器が育っていきます。 

 成長の過程においては、禁止ばかりによって、大人の都合に合わせたり、失敗や苦労を取り除いたりすることは、子どもが自ら身をもって学習す

る機会を奪うことにもなるため、子どもの社会への干渉のし過ぎには気をつけなければなりません。子どもが自分で学ぶことは、人から禁止される

ことよりも遥かに、自分を律していくことができ、勝手気ままではない本当の自由を獲得できることも理解する必要があります。(館長 田川 智） 
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・９月より一週間の予定表に従った退館時刻に戻ります。（４月に提出して頂いたものです。）退館時刻に変更が 

 ありましたら、速やかにご連絡下さい。よろしくお願いします。 

・まだまだ暑い日が続きます。お茶を多めに持たせて下さい。 

・置き傘を持って帰ったら必ずすぐに持って来て下さい。 

・夏休みに沢山取り組んだ読書の記録を、｢読書ノート｣につけています。読書ノートや自主学習ノートを持ち  

 帰ったら、是非見て頑張りを褒めてあげて下さい。 

・１０月２日（土）は小学校の運動会です。４日（月）は代休です。 

 学童クラブは８：３０～より開始します。昼食は児童館で用意し 

 ます。お弁当は要りません。 
 

・6月に田植えをした稲が穂をつけ、段々膨らんできました。｢観 

 察ノートも書いています。お米になるのが楽しみです。 
 

夏休みは毎日、ドッチビーで遊んでい

ました。 

フリスビーの形をした柔らかいものを

使用し、ドッチボールと似たルールで

行う遊びです。 

・１４日（火）、１５日（水） 

   敬老の日の工作 

・２７日（月）～２９日（水）  

   ｢オリジナルカレンダー」作り 

・２９日（水）  誕生会 
 

＊水・・縄とびの日、木・・ぬり絵の日 

 昨今の様々な社会問題の背景の一つとして、コミュニケーション能力の低下が考えられていますが、言い換えれば、人々

が自己中心的になり、他人に対する関心が弱くなったということだと思います。 

 自己中心的になれば、相手の立場に立つことができないため、コミュニケーションを図れないどころか、相手との間柄はよ

くなりません。間柄がよくなければ、どうしても相手の話を素直に聞けず、批判的になってしまいます。 

 学校教育で、ディスカッションやディベート（討論）を学ぶ機会はあっても、ダイアログ（対話）を学ぶことはあまりないように

思われ、批判することが思考することだと考えられている風潮があるように思います。しかし、相手の話を共感的に聞き、相

手の立場を含んだ上で自分の考えを語ることができなければ、出されている問題を理解せずに答えを出しているようなもの

で、思考したとはいえません。 

 思考能力は、相手を理解しようとすることで高まり、相手の立場に立って言葉を選ぶことで、コミュニケーション能力も高ま

ると思います。 

 子ども達がこれらの能力を高めていけるよう、挨拶や後始末など、生活の中の行為を通して、相手の立場に立つことを身

につけさせていきたいと思います。（館長 田川 智） 



　　　　　　　　　　　　Ｈ２２．１０．1発行

          神戸市立高羽児童館
管理・運営　学校法人　高羽幼稚園
　　　　　　　　　　電話　８４１－８８２１

　

 
˔ὑ ・１０月２日（土）は小学校の運動会です。４日（月）は代休です。 

 学童クラブは８：３０～より開始します。昼食は児童館で用意し 

 ます。お弁当は要りません。 
 

・だんだんと日没時刻が早くなり、児童館からの帰りが心配に 

 なってきます。（１１月１日の日没は１７：０６） 

 １１月１日（月）から退館時刻を１６：４５とします。 

 退館後速やかに帰宅するよう、ご家庭でもご指導下さい。 
 

・従来通り１７：００退館希望の方はご連絡下さい。 

 延長利用の方は１８：００までにお迎えをお願いします。 

・児童館に置いてある着替えの衣替えをお願いします。 

・これから涼しくなりますが、水筒は年中持たせて下さい。 

・お仕事がお休みでお家に保護者が居られる時は、学童クラブをお休みして、親子の関わりを是非大切にして下さい。 

 入会時に提出して頂いた在職証明書にある勤務時間が変更になった方は、お知らせ下さい。 

・児童館の開館時間は９：３０～１７：００です。（学童保育は異なります。） 

 お電話下さる時は、この時間内にお願いします。この時間外は出来るだけメールでお願いします。 

・４日（月） ミニ運動会 

・１８日（月） ドッチビー大会 

・１９日（火） 誕生会 

・２５日（月） ハロウィン宝探し大会 

・２６日（火）～２８日（木） 

   オリジナルカレンダー作り 

児童館の午前中って・・・ 

  

すこやかクラブ、１歳児タイム、

赤ちゃんタイム、なかよしひろば

と親子で参加する教室をしてい

ます。 

 「好きこそものの上手なれ」の言葉通り、誰でも、好きなことや興味があることには積極的に取り組み、繰り返すことも苦にな

らないため、結果として上達が早くなります。勉強でも、運動でも、自発的になるためには、興味を持てなければなりません。 

 興味を持つということは、面白さを感じられるということであり、面白さを感じるということは、そこに変化を見つけることが出

来るということであると思います。 

 そして、変化は、取り組んでいるものそれ自体にもあり、また、それに取り組む自分自身の中にもあります。 

 例えば、幼稚園では栽培活動を行っていますが、子ども達は、野菜の苗などが日々変化することに気づくと、毎朝登園して

は、「今日も背が伸びたかな」などと様子を見に行き、自発的に水遣りなどの世話をするようになっています。そして、見つけ

た変化を友達に教えたり、先生に褒められたりすることで、自信も高めています。 

 子ども達が変化に気づけるようになるためには、私たち親や教師が、子ども達に周囲の様々な物事における変化に気づか

せたり、子ども達が気づいた変化に面白さを感じたりして、子ども達と興味を共有することが大切です。 

 「興味と関心、そして反復」によって、子どもは育つといわれますが、それを信じて、しっかりと取り組んでいきたいと思いま

す。 （館長 田川 智） 



　　　　　　　　　　　　Ｈ２２．１１．1発行

          神戸市立高羽児童館
管理・運営　学校法人　高羽幼稚園
　　　　　　　　　　電話　８４１－８８２１

　

 
˔ὑ ・１２月初旪に、全体懇談会、学童保育参観、個人懇談会を予定 

 しています。詳しくは１１月末頃にお知らせします。 

 出来るだけご参加下さい。 
 

・稲の観察記録をつけ、実った穂、米を記録ノートに貼りました。 

 新米を食べる時には、記録ノートに貼った稲穂のことも話題にし 

 て下されば幸いです。 
 

・おやつ代の引き落とし日 

 １１月２２日 １２月分の引き落とし 

 １１月３０日 再引き落とし 

  β残高確認をお願いします。 

・８日（月） 腕相撲大会 

・１５日（月） 映画大会 

・１６日（火）、１７日（水） 

   毛糸でシュシュ作り 

・２２日（月） 誕生会 

・２９日（月）、３０日（金）  

   オリジナルカレンダー作り 

・１１月１日（月）より退館時刻を１６：４５とします。従来通り１７時退館をご希望の方は、お知らせ下さい。 

 退館後速やかに帰宅するよう、ご家庭でもご指導下さい。 
 

・１１月１５日（月）は音楽会の代休日です。学童クラブは８：３０～より開始します。昼食は児童館で用意し 

 ます。お弁当は要りません。 

 出欠確認の紙を連絡ノートに貼りますので、８日（月）までにお返事下さい。 
 

 児童館でも運動会を

しました。 

 ３チームに分かれて、

皆で楽しく盛り上がりま

した。 

 例えばクラスの中に、表情の良い子どもや姿勢の正しい子ども、人を気遣うことのできる子どもなど、教師が素晴らしいと思う

子どもを見つけ、他の子ども達の前で褒めることで、教師の価値観を子ども達に伝えることができると考えております。そして、

子ども達は、一人の子どもの姿を通し、教え込まれることなく、自然と教師の価値観を身につけていくように思います。 

 幼い子どもが失敗やいたずらをしたとき、大人は可愛らしさのために笑ったり、喜んだりすることがありますが、それを見ていた

他の子どもが、自分も関心をもってもらおうと、同じように真似をすることがあります。これは、上の例とは反対に、間違ったメッ

セージを子どもに伝えてしまったことになります。また、私たちが子どもに注意をするのに、自分にとって不都合であれば注意を

するが、特に都合が悪くなければ注意をしないというように、一貫性を欠いてしまうことがあります。これも、子ども達を育てること

にはなりません。 したがって、親や教師自身が高い価値観を身につけ、子ども達に示すべきものを理解し、それをどのように子

ども達に伝えるかを考えることが重要であると思います。 

 子ども達にとって、自分に関心をもってもらうことが大きな問題であるため、褒めることで大人が子どもに関心を示すことで、子

ども達も自然と褒められる行為に関心をもつことができます。褒めるべき行為を見逃さずに褒め、一貫して子ども達の関心を育

てることで、自ずと価値観を伝えていきたいと思います。（館長 田川 智） 



　　　　　　　　　　Ｈ２２．１２．1発行

          神戸市立高羽児童館
管理・運営　学校法人　高羽幼稚園
　　　　　　　　　電話　８４１－８８２１
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˔ὑ 

・６日（月）、７日（水） 

    クリスマス工作 

・１５日（水） 誕生会 

・２０日（月）、２１日（火） 

    オリジナルカレンダー作り 

・２４日（金） 

    クリスマス会 

・２４日（金）は小学校の終業式です。昼食は児童館で用意し 

 ます。お弁当は要りません。 
 

・年末年始の児童館開館時刻 

 一般来館 ９：３０～１６：４５（左記は１月末までの開館時刻） 

        １２：００～１３：００は休館 

 学童クラブ 平日ー放課後から各自退館時刻まで 

         冬休み中ー８：３０～各自退館時刻まで 

         土曜日ー９：００～各自退館時刻まで 

  β１２月２９日（水）～１月３日（月）は休館  

・冬休みの予定表を切り取り、１２月１０日（金）までにご提出下さい。 

・年末に大掃除をします。雑巾を１人１枚持って来て下さい。 

・１２月４日（土）１０：３０～１１：３０学童クラブ保護者会を行います。子育ての疑問や悩み、また楽しさについて 

 話し合いましょう。 事前に出欠を伺っていますが、出来る限り多くの方に出席して頂きたくお願いします。 

・７日（火）～１１日（土）に個別懇談を行います。希望者のみです。個人の日程は決まり次第お知らせ致します。 

き       り        と           り 

 師走に入りますと、クリスマスや冬休みを楽しみにするお子様とは対照的に、気ぜわしさが増してこられるだろうと思います。そ

のようなときには、ついつい小言も多くなってしまうのではないでしょうか。 

 家庭の中では、親の価値観に影響を受けて子どもは育っていきますので、だらしのないところやいい加減なところなど、子ども

を見ていて困ったなと思うところは、大抵、親自身の姿であり、自分の姿であるからこそ目に付いてしまうものです。しかも、人間

は価値観の低い方に流れやすいものですので、相手の良くないところや都合の悪いところには気づきやすく、反対に、良いところ

にはなかなか気づけずに通り過ぎてしまいます。 

 そうすると、良いところを褒めることによって、子どもと高い価値観を共有するべきでありながら、悪いところを叱ることによって、

低い価値観ばかりを印象付けることになってしまいます。 

 子ども達は、悪いところを叱られるだけでは、良いものを身につけることはできないため、保護者が家庭の中で大事にされてい

ることを繰り返し行うことで、しっかりと子ども達に身につけさせるとともに、そのことに対する子どもの意欲が尐しでも高まれば、

きちんと気づいて褒めることが、価値観を共有する上で非常に大切です。 

 親が価値を認める習慣や考え方を家庭の中に増やすことで、子どもにも自然と共有化されるため、子どもは自ずと育っていくも

のと思います。（館長 田川 智） 



　　　　　　　　　　　　Ｈ２３．１．４発行

          神戸市立高羽児童館
管理・運営　学校法人　高羽幼稚園
　　　　　　　　　電話　８４１－８８２１

　

 
˔ὑ 

・１月７日（金）は小学校の始業式です。昼食は児童館で 

 お餅を焼いて食べます。お弁当はいりません。 
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・欠席や早退の連絡を電話、メール、連絡ノートのいずれかで必ず保護者の方が行って下さいますよう、お願いし 

 ます。また、学校を欠席・早退した場合などに学童クラブを欠席される時も、ご連絡下さい。 
 

・児童館での忘れ物が多くなっています。持ち主が見つからない場合があるので、衣類や持ち物には必ず、名前 

 を書いて下さい。 

・７日（金） お餅焼き会 

・１１日（火）、１２日（水） 

   お正月工作 

・１７日（月） みんなで遊ぼう 

・２１日（金） お誕生会 

・２４日（月）・２５日（水） 

   オリジナルカレンダーを作ろう 

・２６日（水） 朗読の会 たけとんぼ 

クリスマス会の司会者３人

です。すごく上手に進行し

てくれました。 

ハンドベル！！いっぱい練

習して頑張りました。 

お菓子とフルーツを自分で

トッピング。個性あふれる

ケーキになりました。 

 明けましておめでとうございます。 

 今年の抱負は、もう決まりましたでしょうか。 

 元旦の計を書初めに記して意志を固めたりしますが、家族で抱負を語り合い、互いに関心をもつことで、一年間や

り抜く粘り強さを養うことができるように思います。 

 しかし、何事も諦めずにしがみつくという習慣を身につけるのは、今の豊かな時代では、なかなか難しいように思わ

れます。 

 歴史的偉業を成し遂げた人たちは、例外なく意志の強さを貫徹する粘り強さがあり、それは、物事にしがみつく習

慣を身につけていたからだと思います。偉人たちの座右の銘には、その簡潔な言葉の中に、達成の秘訣や不屈の

魂のようなものが凝縮されており、それらに学ぶ機会を作って頂きたいと思います。 

 また、粘り強さや実行力は、計画を進める中で身についていき、一滴の水が岩をも砕くような力を養っていくものだ

と思いますので、是非、ご家族でお互いの抱負に関心を示され、励まし合って頂きたいと思います。 

（館長 田川 智） 



　　　　　　　　　　　　Ｈ２３．２．１発行

          神戸市立高羽児童館
管理・運営　学校法人　高羽幼稚園
　　　　　　　　　電話　８４１－８８２１

　

 
˔ὑ 

・平成２３年度学童保育の申込が始まります。２/１（火）～２/１５（火）の間に必ずお願いします。 

 ＊書類の受けとり、申込みは保護者の方が直接児童館にお越し下さい。 

 ＊現在クラブ員の方も新たに申込が必要です。 

 ＊来年度入会の意思のない方は、念のためその旨を連絡ノート等でお知らせ下さい。 
 

・児童館で傘を貸し出しています。借りたまま児童館に返却していないお子様がおられます。必ず、児童館へ返却 

 して下さい。よろしくお願いします。又、ご家庭でご不用の傘がありましたらご寄付下さい。 
 

・２月１日より下館時刻を１７：００に戻します。 

 早帰りを希望される方は、ノート等でお知らせ下さい。 
 

・３月 １２日（土）に「平成２３年度学童クラブ入会説明会 」を 

 行います。 

 説明会参加は、入会のための必須条件ですので、必ずご出 

 席下さい。 
 

～お正月遊び～ 

紙皿とペットボトルの

キャップで独楽を作り、

回して遊びました。上手

く回せなかった子も、練

習をして回せるようにな

りました。 

・２日（水） 鬼退治合戦 

・７日（月）～９日（水） 長縄大会 

・１４日（月） お誕生会 

・１６日（火）、１７日（水） 

  粘土でマグネット作り 

・２２日（火）、２３日（水） 

  オリジナルカレンダー作り 
  水曜日 素話（日本語・英語） 

   又  音楽、書道 など随時 

 教育学博士であり、独自の漢字教育法を確立された石井勲先生が、記憶について次のように語っておられます。「『必要

は発明の母』という言葉があるが、『必要は記憶の母』であることも、間違いない事実だろう。つまり、記憶するときの心構え

が、記憶や忘却に大きな影響をもっている」と。 

 それとともに、「物事を記憶するには、第一に“関心”第二に“反復”が必要」とも述べておられます。関心のないことは、見

ているようで見ておらず、聞いているようで聞いていないため、なかなか記憶されません。また、どんなに強い関心を持って、

心に印象づけられ、記憶したことも、再び経験することがなければ、その記憶はだんだん薄れていってしまいます。 

 したがって、記憶させたいことや、身につけさせたいことに対して、子どもの関心を向けさせる努力と、それが記憶され、身

につくまで、繰り返し経験させる根気が求められます。これは、一度教えればそれで終わりではなく、子どもが自分でできる

ようになるまで「育てる」ということだと思います。 

 しかしながら、子どもは、関心を持ったことに対しては、本当に反復が好きであり、飽きません。そのため、親や教師であ

る私たち自身が、子ども一人ひとりに強い関心を持つことによって子どもの関心を誘い、また、身につけられたかどうかを常

に気に掛けることで子どもの関心を持続させられれば、それほど難しいことではないと感じられます。 

（館長 田川 智） 



　　　　　　　　　　　　Ｈ２３．３．１発行

          神戸市立高羽児童館
管理・運営　学校法人　高羽幼稚園
　　　　　　　　　電話　８４１－８８２１

　

 
˔ὑ ・３月 １２日（土）に「平成２３年度学童クラブ入会説明会」を

行います。説明会参加は、入会のための必須条件ですの

で、必ずご出席下さい。 
 

・春休みの利用時間 

 平     日 ８：３０～１７：００（延長１８：００） 

 土曜日 ９：００～１７：００（延長１８：００） 

 一般来館 ９：３０～１７：００（１２：００～１３：００は閉館） 

β日・祝日は休み 

β開館時刻より前に来館しても、中に入れません。 

・春休みの出席予定表を３月１０日（木）までにご提出下さい。 
 

・２２日（火）が小学校での給食最終日となっています。２３日（水）以降、来館予定の方は必ずお弁当を持たせ

て下さい。よろしくお願いします。 
 
 

・７日（月） お誕生会 

・７日（月）、８日（火） 

   縄跳び大会 

・１５日（火）、１６日（水） 

   レターボックス作り 

・２３日（水）、２４日（木） 

   オリジナルカレンダー作り 

・２９日（火） ビデオシアター 

 毎月の恒例行事だったオリ

ジナルカレンダー作りが、今月

で１年間分、出来上がりました。 

 お家に持ち帰りますので、見

てあげて下さい。 

 欧米の人々は、日常の挨拶の際にも、握手をしたり、抱き合ったりするため、日本よりもスキンシップを大切にする文化であ

るように思いますが、親子においては、日本のほうがスキンシップを十分にとっているように感じます。 

 例えば、子どもをベビーベッドに寝かせたままにするのではなく、昔の人々は、子どもをおんぶして、家事をこなしたり、仕事を

したりするのは当たり前でした。親は、背中に伝わってくる子どもの手足の動きや首の傾け方などから様子を感じ取り、背中を

揺すったりして、コミュニケーションをしていたと思います。また、川の字になって寝ることも、互いの温もりが大きな安心感にな

ります。 

 そのような親とのスキンシップによる安心感が、自立していくための確かな基盤になると考えます。子どもは、親をはじめ人に

関心を持ってもらうことで、相手との一体感を感じ、安心することが出来ます。安心することが出来れば、子どもは安定し、意欲

的にもなります。意欲的であることは、困難なことも乗り越えていく忍耐力と思考力の源です。幼い頃の十分なスキンシップの

記憶があれば、たとえ遠く離れても、一体感が薄れることはないように思います。 

 近頃は、赤ん坊をバギーに乗せる人が増えていますが、子どもとのコミュニケーションがとり難く、親子が分離しているように

思います。 

 親子の絆の弱さが社会問題になっている現代、子育てにおける日本の文化を再発見するべきときであるように思います。  

（館長 田川 智） 


